
国史跡博多遺跡指定記念シンポジウム

博 多 と 日 宋 貿 易

博多区上川端町の旧冷泉小学校跡地で発見された石積遺構は、令和6年2月21日、国史跡「博多

遺跡」として指定されました。遺構は11世紀後半、国内唯一の貿易拠点となった博多の港湾施設で、

中世の国際貿易都市博多の起点となるものです。

本シンポジウムは、博多遺跡の国史跡指定を記念したもので、日宋貿易の拠点となった国際貿易

都市博多の発展に関して、発掘調査の成果、文献資料の研究を通じて考えていきます。

問い合わせ先

福岡市経済観光文化局文化財活用部埋蔵文化財課

TEL 092-711-4６６７

Email：maibunshinsa.EPB@city.fukuoka.lg.jp

基調報告1 「石積遺構の発掘調査について」

大庭康時（福岡市埋蔵文化財課）

基調報告２ 「硫黄流通史研究からみた石積遺構の歴史的価値」

山内晋次（神戸女子大学文学部教授）

基調報告３ 「日宋貿易と博多の港」

佐伯弘次（九州大学名誉教授）

日 時

会 場

2024年 ８月３日(土) 13:３0～17:00
※受付・開場 13：00～

福岡市博物館講堂

※申し込み不要、参加費無料、定員200名（当日先着順）

【内容】

討 論 「博多と日宋貿易」

大庭康時、山内晋次、佐伯弘次


